
施策コード 020012

将来像

　２．施策の目標

　10年後の目標

　10年後の目標に向かっての主な取組み

　市の取組み

　市民・団体・事業所等の取組み

 　３．施策を取り巻く状況

　社会環境や法令等の変化 

　新たな市民ニーズ

　４．施策にかかるコスト

正職員数

直接人件費

間接人件費

直接事業費

間接事業費

フルコスト

使用料及び手数料

国庫支出金

府支出金

市債

その他

 　備考

19,59121,311

会計年度任用職員数

0 0千円

19,262 23,592 14,141
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一般財源１（＝フルコスト
－特定財源）

24,320

0

24,32825,099 26,062

R5予算

0.74

人件費

千円

5,003

45,681 44,361

R4決算

0.75

0.0

0

1,196

単位 R3予算 R3決算 R4予算

コスト
の

内訳

投入人員 人

1,482

22,718

0.0

4,750

0

47,920 40,203 42,309

46,435

25,461 20,373

財源
内訳

一般財源２（＝直接事業費
－特定財源）

50,560

0

関係課

２　誰もが地域で健やかに　ともに支え合うまち

健康福祉部　福祉総務課

○福祉活動への市民意識の向上を図るため、啓発、情報提供を行います。
○社会福祉協議会など関係機関と連携し、地域でのボランティア活動団体、地区福祉委員会など、地域福祉の担い手となる個人や団体を
支援します。また、学校、地域における福祉教育を推進します。
○地域トータルケアシステムを構築するために、社会福祉協議会と連携し、地域福祉に関わる各種団体、事業者等とのネットワークの構
築に取り組みます。

○地域ボランティアなどに積極的に参加します。
○地域住民が主体となって、ふれあい喫茶、ふれあい給食、見守り活動、生活援助などを行い、社会的な孤立がない地域づくりを進めま
す。
○社会福祉協議会は地域ボランティア、地区福祉委員会を支援し、市民の地域福祉活動や小地域ネットワークの活性化に取り組みます。
また、地域トータルケアシステムを構築します。

　地域共生社会の実現のためには、行政による一体的・包括的な支援体制の構築に加え、地域の住民が地域の課題を自分自身のこととし
て受け止め、住民自ら地域課題に向き合い、助け合うことができる地域力を高めることが求められている。

施策評価シート（令和４年度実績）
  施策名 12　市民主体の福祉活動を活性化する

高齢や障害、生活困窮等複数の問題を抱えるケースや、ひきこもりを抱える家庭等、複雑化・複合化した問題を支援する体制が求められ
ている。

市民が主体的に行う福祉活動が地域に定着・浸透し、すべての人が様々な場面で、相互に支え合う地域コミュニティが形成されていま
す。
人々が集い、日常的な課題を相談できる居場所づくりが、地域ごとに広がっています。

第5次総合計画

主管課

　１．施策の体系と担当課
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　５.施策の成果指標

成果指標1

単位 目標年度 目標値 指標数値の目指す方向

成果指標2

単位 目標年度 目標値 指標数値の目指す方向

成果指標3

単位 目標年度 目標値 指標数値の目指す方向

　６．施策を構成する事務事業ごとの評価結果（令和4年度実績）

 　７．施策の事後評価

　８．今後の方向性

担当副市長の意見
拡大地域ケア会議の取り組みを強化・継続し、地域での複雑化・複合化した支援ニーズを把握し、それらに対応
するために重層的支援体制を整備することで、相互に支えあう地域コミュニティの形成を推進する。

施策指標の分析（達成状況）
達成できた。

構成事務事業に課題はないか 妥当である。

実施主体（国・府や地域・事業所
などとの役割分担）に課題はない
か

妥当である。

担当部長の所見
地域における人と人とのつながりが希薄化する中、複雑化・複合化した支援ニーズに対応する重層的な支援体制
の整備を進め、住民同士が地域でのつながりを再び取り戻し、誰もが役割を持って、相互に支え合い、地域をと
もに創っていく地域共生社会の実現をめざす。

本市における地域福祉のあり
方や地域福祉推進のための基
本的な施策の方向性を定める
計画が策定され、地域共生社
会の実現に向けた取組みを推
進する。

0
策定委員会開催数

最終目標値に
対する達成率

-

1,881 2,633 0

04,432

地域福祉計画
策定事業

(福総)

R4実績 3 回

678

最終目標値に
対する達成率

成果

資源
配分

Ａ：向上を図る

Ｂ：現状維持4,039

42,480 37,570 42,309

104.0%

市民の複雑化・複合化するニー
ズに対応するため、社会福祉協
議会の活動を支援することで地
域福祉の推進を図る。

R4実績 8,322 回

2,043 2,193

成果

資源
配分

Ａ：向上を図る

Ｂ：現状維持

社会福祉協議
会関連事業

(福総)

01,767

41,729
小地域ネットワーク活動回
数

人 毎年度 6,000 増加

ふれあい喫茶にボランティアとして関わった人の数

令和6年度令和3年度

955 3,547

令和4年度 令和5年度

6,0006,000

令和3年度 令和4年度 令和5年度(見込)

事　業　費

方向性事務事業名 最重要指標 所　　見人　件　費

令和2年度
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